
�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 …………………………135社
回収率………………………………24．5％

�業種内訳 �内製造業………………54社
�内非製造業……………81社

�資本金別
�5000万円以下………………………57社
�5000万円超～1億円以下…………35社
�1億円超～3億円以下……………12社
�3億円超……………………………31社

企業経営動向調査（2019年度第1回〈4月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、19年1月比で
製造業「－26」、非製造業「＋3」で
あり、製造業が大きく悪化。

�先行きは、19年1月比で製造業「－13」、
非製造業「－1」であり、製造業が悪
化する見込み。

19年4月

－16

－26

－10

－27

－32

－25

19年1月

－7

0

－13

－22

－19

－24

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、19年1月比で
製造業は「－26」の改善、非製造業は
「＋10」であり、製造業が大きく悪化。

�先行きは、19年1月比で製造業「－6」、
非製造業「＋7」であり、製造業が悪
化する見込み。

19年4月

－12

－30

0

－29

－35

－25

19年1月

－7

－4

－10

－31

－29

－32

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、19年1月比で
製造業「－11」、非製造業「＋12」で
あり、製造業が悪化。

�先行きは、19年1月比で製造業「＋16」、
非製造業「＋6」であり、いずれも改
善する見込み。

19年4月

－3

－19

7

－10

－11

－10

19年1月

－6

－8

－5

－21

－27

－16

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）19／1－3月期、19／4－6月期の上段の（ ）内の数値は19年1月調査時の見通し

�19／1－3月期の売上高DI は、18／10－12
月期比で製造業「－32」、非製造業「－12」
であり、製造業が大きく悪化。

�今後の見通しは、19／4－6期は1－3期比
で製造業「－4」、非製造業「－20」であり、
非製造業が大きく悪化する見込み。19／7－
9期は4－6期比で製造業「＋23」、非製造
業「＋20」であり、いずれも改善する見込み。

見 通 し

19／7－9

12

8

15

19／4－6

（－11）
－9

（－8）
－15

（－13）
－5

実 績

19／1－3

（－4）
4

（－6）
－11

（－3）
15

18／10－12

25

21

27

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�19／1－3月期の経常利益DI は、18／10－
12月期比で製造業「－32」、非製造業「－7」
であり、製造業が大きく悪化。

�今後の見通しは、19／4－6期は1－3期比
で製造業「＋6」、非製造業「－21」であり、
非製造業が大きく悪化する見込み。19／7－
9期は4－6期比で製造業「＋7」、非製造
業「＋22」であり、非製造業が大きく改善す
る見込み。

見 通 し

19／7－9

5

－4

10

19／4－6

（－15）
－12

（－12）
－11

（－18）
－12

実 績

19／1－3

（－6）
－2

（－23）
－17

⑻
9

18／10－12

16

15

16

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、19年1月
比で製造業「＋11」、非製造業「－4」
であり、製造業で在庫水準が高まった。

�先行きは、19年1月比で製造業「－2」、
非製造業「＋6」であり、非製造業で
在庫水準が高まる見込み。

19年4月

9

19

1

3

6

1

19年1月

6

8

5

1

8

－5

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、19年
1月比で製造業「＋2」、非製造業「＋
4」であり、多少不足感が弱まった。

�先行きは、19年1月比で製造業「－1」、
非製造業「－2」であり、ほぼ横ばい
の見込み。

19年4月

－2

－4

－1

－6

－9

－4

19年1月

－5

－6

－5

－4

－8

－2

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、19年1月比で
製造業「＋15」、非製造業「＋5」で
あり、製造業の人手不足が改善した。

�先行きは、19年1月比で製造業「＋4」、
非製造業「＋11」であり、いずれも人
手不足が多少改善する見込み。

19年4月

－33

－17

－43

－37

－24

－46

19年1月

－40

－32

－48

－44

－28

－57

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、19年1月比で
製造業「＋2」、非製造業「－6」と
なった。

�先行きDI は、19年1月比で製造業「＋
2」、非製造業「－5」であり、非製
造業で資金繰り悪化が多少みられる。

19年4月

13

17

10

11

17

8

19年1月

16

15

16

14

15

13

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、19年1月比で
製造業「－17」、非製造業「＋5」で
あり、製造業は下降傾向、非製造業は
上昇傾向。

�先行きは、19年1月比で製造業「－6」、
非製造業「＋4」であり、製造業は下
降傾向、非製造業は上昇傾向となる見
込み。

19年4月

5

－4

12

0

－6

4

19年1月

10

13

7

0

0

0

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、19年1月比で
製造業「±0」、非製造業「＋1」で
あり、いずれもほぼ横ばい。

�先行きは、19年1月比で製造業「＋6」、
非製造業「－5」であり、製造業で仕
入価格が上昇する見込み。

19年4月

30

32

29

32

46

21

19年1月

30

32

28

32

40

26

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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12.2
13.1

1111..00

3377..66

4433..22

3399..33

H29年4月(前々年)調査

H30年4月(前年)調査

R元年4月(今回)調査

55..99
55..44 77..55

1133..11
1111..33
12.7

27.9
3300..33 2299..55

% %

%

17.7
18.9

1144..11

3388..11
3322..33 3344..11

0.9
3.1 44..77

1111..55
11.0 1111..88

31.9
3344..66 3355..33

6.45.3 88..00

4488..66
4444..77 4444..33

1100..11
9.6 1100..22

11.0
1166..00 1133..66

2233..99
2244..55 2233..99

特別調査「新卒採用動向、外国人留学生採用状況及び賃金改定に関する調査」

⑴ 2019年4月新卒採用を行いましたか。 回答数：全体135（内製造業54、内非製造業81）

◇製造業の新卒採用比率が前年度比2％低下したものの、非製造業が前年度比3％増となり、全体は前年度比1％増となった。

⑵ ⑴で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

◇学歴別では大学卒の採用比率が最も多く、次いで高校卒、高専卒、大学院卒、短大卒となっている。
◇前年度の採用比率との比較では大学院卒、大学卒が減少し、短大卒、高専卒、高校卒が増加している。

⑶ すべての回答先に…令和2年4月の採用予定は令和元年度採用実績に比べどのようになりますか。

◇令和2年4月の採用予定が「未定」とする比率を前年度と比較すると、全体は22．4％と前年度比＋5．6％、製造業は
22．2％と前年度比＋0．4％、非製造業は22．5％と前年度比＋10．0％となっており、非製造業の増加幅が前年度大きく
なっている。

全体

３０年４月調査「採用した」６６％、
２９年４月調査「採用した」６１％

採用した
６７％

採用しな
かった
３３％

内 製造業

３０年４月調査「採用した」７２％、
２９年４月調査「採用した」７０％

採用した
７０％

採用しな
かった
３０％

内 非製造業

３０年４月調査「採用した」６１％、
２９年４月調査「採用した」５４％

採用した
６４％

採用しな
かった
３６％

全体

高校卒高専卒短大卒大学卒大学院卒

６０．０

５０．０

４０．０

３０．０

２０．０

１０．０

０．０

高校卒高専卒短大卒大学卒大学院卒

内 製造業

高校卒高専卒短大卒大学卒大学院卒

内 非製造業

６０．０

４０．０

２０．０

０．０

６０．０

４０．０

２０．０

０．０

全体（回答134）

変わらない
３６％

増加する
２８％

内 製造業（回答54）

変わらない
３３％

未定
２２％

未定
２２％

減少する
１４％

減少する
１９％

増加する
２６％

内 非製造業（回答80）

変わらない
３７％

増加する
３０％未定

２３％

減少する
１０％

1．令和元年度（平成31年4月採用）の新卒者採用の有無及び令和2年度（令和2年度4月採用）計画について
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2．外国人留学生の採用について

⑴ 平成30年度は賃金改定を実施しましたか？

3．令和元年度の賃金改定結果（見込み）について

＊従業員数別賃金改定の実施状況

⑵ 年収ベースでの改定率の水準は？

◇「実施した」・「実施予定」の比率合計値を前年度と比較すると、従業員300人超は68．6％と前年度比－13．4％、従業員
101～300人は77．5％と前年度比－7．1％、従業員51～100人は90％と前年度比＋4．3％、従業員1～50人は65％と前年度
比－10％となっており、従業員51～100人のみ前年度を上回っている。

◇年収ベースの改定率水準は、全体では「1～2％未満」が36．7％と最も多く、次いで「2～3％未満」32．7％、「0～
1％未満」16．3％となっている。前年度の水準と比較すると、製造業は「1～2％未満」が減って「2～3％未満」が
増えているが、非製造業は「1～2％未満」が減って「2～3％未満」も微減となっている。

⑴ 令和元年度中（H31年4月～令和2年3月）に外国人留学生を採用した、または採用する予定がありますか？

◇外国人留学生を「採用した」・「採用予定」の比率合計値を前年度と比較すると、全体は14．1％と前年度比＋4．3％、製
造業は16．7％と前年度比＋4．1％、非製造業は12．4％と前年度比＋4．8％となっており、いずれも前年度を上回っている。

全体（回答135）

採用しない
５７%

採用した 7.4%
内 製造業（回答54）

採用しない
４６．３%

未定
37%

未定
２８．９%

内 非製造業（回答81）

採用しない
６４．２％

採用予定 ６．７％
採用した ９％
採用予定 ８％

未定
24%

採用した
６％
採用
予定
６％

◇賃金改定を「実施した」・「実施予定」の比率合計値を前年度と比較すると、全体は73．3％と前年度比－6．5％、製造
業は79．6％と前年度比－5．4％、非製造業は69．2％と前年度比－6．3％となっており、いずれも前年度を下回っている。

全体（回答135）

実施予定
３３％

実施した
４０％

内 製造業（回答54）

実施予定
３２％

実施
しない
１５％

未定 １２％

実施した
４８％

内 非製造業（回答81）

実施予定
３５％

実施した
３５％

実施
しない
９％

未定 11%

実施
しない
１８％

未定 １２％

カッコ内はＨ30年4月調査従業員規模別賃金改定の実施状況全体135先

１１４４．．３３（（７７．．７７））

１１００（（７７．．７７））

１１００（（８８．．２２））

１１７７．．５５（（１１３３））

１１２２．．５５（（７７．．７７））

６０（２８．６）

１１７７．．１１（（１１００．．３３））

１１７７．．５５（（１１２２））

３２．５（３０．８）

２５．７（１２．８）

２７．５（２５）

４４５５（（５５３３．．８８））

４４２２．．９９（（６６９９．．２２））

３３７７．．５５（（５５００））

３３００（（５５７７．．１１））

３００人超
３５先

１０１～３００人
４０先

５１～１００人
２０先

１～５０人
４０先

⑴の質問で、「実施した」及び「実施する予定」と回答した先に質問

カッコ内はＨ30年4月調査年収ベースでの改定率の水準

０．０
（６．１）

実施した 実施予定 実施しない 未定

１００％９０％８０％７０％６０％５０％４０％３０％２０％１０％０％

０～１％未満 １～２％未満 ２～３％ ３～５％未満 ２～３％

１００％９０％８０％７０％６０％５０％４０％３０％２０％１０％０％

３３．．１１（（３３．．３３））

２２．．４４（（００．．００））

３３．．６６（６．３）3.6

７７．．１１
（（４４．．１１））

１１００．．２２（（７７．．２２））

１１２２．．５５（（１１００））

４４２２．．９９（（３３００．．１１））

３３２２．．７７（（２２８８．．１１））

２２５５（（２２６６．．３３））３３９９．．３３（（４４２２．．５５））

３３６６．．７７（（４４８８．．４４））

３３３３．．３３（（５５４４．．８８））

１７．９（１５）

１６．３（１３．１）

１４．３（１１）

全 体

製造業

非製造業
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